
Quest® NetVault® Backup 
Plug-in for VMware 12.0 改訂版 1
リリース・ノート

2018年5月

2018年6月改訂

これらのリリース・ノートには、Quest® NetVault® Backup Plug-in for VMware リリースに関する情報が記載され

ています。

トピック：

• このリリースについて

• 新機能

• 拡張機能

• 解決済みの問題

• 既知の問題

• システム要件

• 製品ライセンス

• アップグレードおよびインストールの手順

• その他のリソース

• グローバリゼーション

• 企業情報

このリ リースについて
Quest NetVault Backup（NetVault Backup）Plug-in for VMware（Plug-in for VMware）12.0は、新機能が搭載された

メジャー・リリースになります。製品の詳細なドキュメントは下記サイトからご覧いただけます。
https://support.quest.com/ja-jp/technical-documents

新機能
Plug-in for VMware 12.0の新機能：イメージ・レベルの分散型バックアップとリストアに対応するようになりま

す。複数のジョブを使用可能なすべてのVMwareバックアップ・プロキシで実行できるようになります。この負

荷分散機能は、物理マシンと仮想マシンが混在する環境で動作するほか、異なるオペレーティング・システムが
混在する環境でも動作します。(DNVMWARE-1793)
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拡張機能
次は、Plug-in for VMware 12.0に実装されている拡張機能のリストです。

解決済みの問題
本リリースで対処された問題は以下のとおりです。

表 1. 一般的な拡張機能

拡張機能 問題 ID

イ メ ージ ・ レベルのリ ス ト アが正常に完了し、 仮想マシンが別のリ ソース ・ プールに割
り当てられた場合の情報を記録するよ う ログが更新されま し た。

DNVMWARE-496

VMware ESXi や VMware vCenter Server でカス タム ・ ポー ト を使用できるよ うサポー ト

が追加されま し た。 デフ ォル ト ・ ポー ト の 443 も引き続き使用可能です。

DNVMWARE-1761

VDDK （Virtual Disk Development Kit） のサポー ト が 6.7 に更新されま し た。 DNVMWARE-1841

カ タ ログ検索のサポー ト が追加されま し た。 DNVMWARE-1843

表 2. 解決済みの一般的な問題

解決済みの問題 問題 ID

リ ソース ・ プール ・ レベルでのバッ クア ッ プ選択で、 プール内の仮想マシンをバッ ク
ア ッ プできなかった問題が修正されま し た。

DNVMWARE-1043 
(22030)

バッ クア ッ プ ・ プロセス中に、 CBT （Changed Block Tracking） 以外のユーザーに

「Invalid service instance content」 メ ッ セージが表示される問題が修正されま し た。

DNVMWARE-1296

フ ァ イル ・ レベルのイ ンデッ クス作成中に、 大量のフ ァ イルが含まれているバッ クア ッ
プ ・ ジ ョ ブが原因でス タ ッ ク ・ オーバーフ ロー ・ エラーが発生し ていた問題が修正され
ま し た。

DNVMWARE-1437

NBD モー ド を使用し て 2 テ ラバイ ト （TB） のデ ィ スク を開 く と プラグイ ンが動作を停止

する問題が修正されま し た。

DNVMWARE-1581

フ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プ中に NTFS パーテ ィ シ ョ ンを読み込むと プ ラグイ ンが

動作を停止する問題が修正されま し た。

DNVMWARE-1630

削除された仮想マシンを リ カバリする リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ中に、 「Failed to get the 
inventory information for server」 とい う メ ッ セージが表示される問題が修正されま し た。

DNVMWARE-1655

ス タ ン ド アローンの VMware ESXi Server 6.5 の仮想マシンをプラグイ ンで VMware 
vCenter 6.0 または 6.5 にリ ス ト アできない問題が修正されま し た。

DNVMWARE-1698 
(32475)

［スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成する仮想マシンの静止］ オプシ ョ ンを ［バッ クア ッ プ環境設
定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで保存できず、 すべてのバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに適用できな
い問題が修正されま し た。

DNVMWARE-1703

バッ クア ッ プから除外し たデ ィ スクがリ ス ト ア可能になる問題が修正されま し た。 DNVMWARE-1735

ターゲッ ト の仮想マシンで VMware vCenter 5.5 Update 2 を使用し ている とバッ クア ッ

プ ・ ジ ョ ブが応答し な く なる問題が修正されま し た。 また、 ク リーンア ッ プ ・ プロセス
でロ ッ ク を解除できない問題が修正されま し た。

DNVMWARE-1737、
DNVMWARE-1745

複数のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが同時に実行される と プ ラグイ ンが動作を停止する問題が
修正されま し た。

DNVMWARE-1781、
DNVMWARE-1786
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既知の問題
サードパーティ製品に起因する問題を含め、リリースの時点で確認されている問題の一覧を以下に示します。

2.7 TB 以上のデ ィ スク を読み込むと out-of-bounds エラーが発生する問題が修正されま

し た。

DNVMWARE-1782

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが完了せず、 「Unexpected element sharing」 メ ッ セージおよび

「Failed to add VM to target server's inventory」 メ ッ セージが表示される問題が修正され

ま し た。

DNVMWARE-1792

表 3. 一般的な既知の問題

既知の問題 問題 ID

データ を代替のデータ ス ト アにリ ス ト アする際、 プ ラグイ ンがそのデータ ス ト アの使用
の可 ・ 不可を確認し ません。 データ ス ト アが使用できる状態で、 仮想マシンを格納する
十分な空き容量があるか確認し て く だ さい。

DNVMWARE-18 
(1714)

仮想互換モー ドの RDM （Raw Device Mapping） デ ィ スクが元の RDM ではな く 、 フ ラ ッ

ト な .vmdk フ ァ イルにリ ス ト ア されます。 代替手段と し て、 リ ス ト ア時はこれらの

RDM デ ィ スク を除外し て く だ さい。

DNVMWARE-332 
(2371)

vmware.cfg フ ァ イルに格納されている [Custom:MountOperationTimeoutSecs] 設定

は、 マウン ト ・ デーモンが要求に応答するまでの待機時間を決定し ます。 新規イ ンス
ト ール中は 600 秒、 ア ッ プグレー ド中は 300 秒に初期設定されています。 指定時間内に

マウン ト ・ デーモンが要求を完了できない場合、 仮想マシンがマウン ト 状態のままにな
り ます。

同時に実行するバッ クア ッ プ数が多い、 またはサーバーの負荷が高い場合は、
［Custom:MountOperationTimeoutSecs］ 設定の値を変更し て、 この問題を回避し て く

だ さい。

DNVMWARE-505 
(3131)

VDDK （Virtual Disk Development Kit ） では、 UTF-8 以外のロケールには対応し ていませ

ん。 UTF-8 以外のロケールを使用する Linux ベースのク ラ イアン ト では、 「Child Process 
died unexpectedly」 エラーを報告し て異常終了し ます。

DNVMWARE-584 
(3340)

NetVault Backup Plug-in for Consolidation を使用する と、 仮想マシンのイ メ ージ ・ レベル

のバッ クア ッ プは ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページには表示されますが、 これらの
セーブセ ッ ト を統合できません。

NVBU-3785

（6598、 NVG-5474）

X11 または Motif GUI から ローカ ラ イズ版の仮想マシンを参照する と、 名前のエン コー ド

が原因で判読不能な表示になった り、 何も表示されなかった り し ます。

DNVMWARE-664 

（13679、 

VMW-157）

Plug-in for VMware を使用し て仮想マシンのテンプレー ト をバッ クア ッ プする こ とはで

きません。

対処法 ： テンプレー ト を仮想マシンに変換し ます。

DNVMWARE-713 

（13728、 

VMW-202）

フ ァ イルの断片化を回避するため、 Plug-in for VMware ではフ ァ イルをデ ィ スクに リ ス

ト アする前にデ ィ スク領域の事前割り当てを行います。 Linux ベースのシステムでは、

フ ァ イルのサイズが 50 MB を超える とデ ィ スク領域は事前割り当て されません。 このよ

う なフ ァ イルは、 スパース ・ フ ァ イルと同様に処理され、 デ ィ スク領域はリ ス ト ア時に
必要に応じ て割り当てられます。 デ ィ スクに 50 MB を超える フ ァ イルを完全にリ ス ト ア

できる十分な領域がない場合は、 デ ィ スクの空き容量がな く なった時点でジ ョ ブが失敗
し ます。

DNVMWARE-961 
(21755)

フ ァ イル ・ レベルのイ ンデッ クス作成プロセスではシンボ リ ッ ク ・ リ ン クのイ ンデッ ク
スは生成されません。

DNVMWARE-977 
(21793)

表 2. 解決済みの一般的な問題

解決済みの問題 問題 ID
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フ ァ イル ・ レベルのイ ンデッ クス作成プロセスでは、 ハー ド ・ リ ン クは特殊な方法では
処理されず、 それぞれ独立し たエンテ ィ テ ィ と し てイ ンデッ クス ・ エン ト リが生成され
ます。 ハー ド ・ リ ン ク を含むセーブセ ッ ト を リ ス ト アする と、 プ ラグイ ンは応答し な く
な り ます。

DNVMWARE-978 
(21794)

Vmware vSphere 5.1 で NBD 転送モー ド を使用する と、 読み取り ブロ ッ クサイズが大き

く なるため、 複数のバッ クア ッ プ ・ プロセスが同時に実行できな く なる こ とがあ り ます。

対処法 ： SAN または SCSI HotAdd 転送モー ド を使用するか、 読み取り ブロ ッ クサイズを

小さ く し て く だ さい。

DNVMWARE-1430 
(28815)

NTFS スパース ・ フ ァ イルを リ ス ト アする場合、 実際に割り当てられているデータ実行

のサイズがデータ実行の合計サイズよ り小さいと、 リ ス ト ア される フ ァ イルが破損する
可能性があり ます。

DNVMWARE-1456 
(29043)

［仮想マシンの診断］ メ ソ ッ ド で タ イムアウ ト 間隔 （5 分） 内に結果を返すこ とができな

い場合、 Web サービスのプロセスで次のメ ッ セージが表示されます。 「Error: The remote 
machine: <Name of the NetVault Backup Server> is unavailable」

ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ る と、 現在の操作を続行する こ とができます。 バッ クグラ
ウン ド で、 ［仮想マシンの診断］ メ ソ ッ ド によ り ク リーンア ッ プ ・ プロセスが実行され、
作成されたスナ ッ プシ ョ ッ ト が削除されます。

DNVMWARE-1528 
(29795)

メ モ リーが超過する と、 ABM （Active Block Mapping） が有効になっているバッ クア ッ プ

が停止する こ とがあり ます。

DNVMWARE-1584

VMDK （Virtual Machine Disk） を開 く のに失敗し、 ［データ ・ デ ィ スク を除外］ オプシ ョ

ンが選択されている場合、 仮想マシンのバッ クア ッ プに成功し ます。

DNVMWARE-1696

vSphere FT （VMware vSphere Fault Tolerance） で保護されている仮想マシンは別の

VMware vCenter Server へはリ ス ト アできません。

DNVMWARE-1691 
(32398)

プ ラグイ ンの更新を イ ンス ト ールする と、 VMware Vstor2 MntApi ド ラ イバが不整合な状

態にな り ます。

対処法 ：

Windows ベースのプロキシ ・ サーバーを使用し ている場合は、 VDDK を削除し た後に

サーバーを再起動し て く だ さい。 サーバーを再起動せずに VMware Vstor2 MntApi ド ラ イ

バを イ ンス ト ールまたは削除し よ う とする と、 エラーが発生する こ とがあ り ます。 詳し
く は、 http://pubs.vmware.com/Release_Notes/en/developer/vddk/65/vsphere-vddk-65-
release-notes.html を参照し て く ださい。

プ ラグイ ンの最新バージ ョ ンを イ ンス ト ールする前に、 次の手順を完了し て く だ さい。

1 プラグインの既存のバージョンを削除します。

2 VMware Vstor2 MntApi ド ラ イバの状態を確認し ます。

3 ド ラ イバが存在し ている場合はド ラ イバを削除し ます。

4 プ ラグイ ンの最新バージ ョ ンを イ ンス ト ールし ます。

DNVMWARE-1697 
(32473)

vSphere 6.5 から、 仮想マシンの暗号化に対応するよ う にな り ま し た。 ただ し、 暗号化し

たデ ィ スクのバッ クア ッ プ と リ ス ト アには対応し ていません。

DNVMWARE-1773

プ ラ イマ リ ・ ノ ー ドのバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから除外するサブ ノ ー ド を ク リ アする と、
ジ ョ ブが失敗し ます。 データ ・ セン ターなどのメ イ ン ・ ノ ー ド を選択し、 特定の仮想マ
シンやフ ォルダのノ ー ド などのサブ ノ ー ド を ク リ ア し た場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに
失敗し、 「バッ クア ッ プ用の仮想マシンが選択されていません」 とい う エラー ・ メ ッ セー
ジが表示されます。

DNVMWARE-1832

表 3. 一般的な既知の問題

既知の問題 問題 ID
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VMware vCenter Server 6.7 から、 代替の vCenter Server 6.0、 vCenter Server 6.5、

VMware ESXi Server 6.0、 または ESXI Server 6.5 への仮想マシンのリ ス ト アは失敗し ま

す。 ハー ド ウ ェ アのバージ ョ ンに互換性があるにもかかわらず、 次のエラーが表示され
ます。 「仮想マシンを ターゲッ ト ・ サーバーのイ ンベン ト リ に追加できませんで し た。」

DNVMWARE-1858、

DNVMWARE-1859、
DNVMWARE-1860

仮想マシンを VVol （VMware Virtual Volumes） データ ス ト アに リ ス ト アする と きは、

バッ クア ッ プに関連付けられているス ト レージ ・ ポリ シーではな く 、 VVol に関連付けら

れているス ト レージ ・ ポリ シーを使用し ます。

DNVMWARE-1871

表 4. サー ドパーテ ィ の既知の問題

既知の問題 問題 ID

VMware vCenter Server から電源がオン状態の仮想マシンをバッ クア ッ プする と、

「.nvram」、 「.vmx」、 および 「.log」 フ ァ イルのバッ クア ッ プに失敗する こ とがあり ま

す。 詳し く は、 http://kb.vmware.com/kb/1019286 を参照し て く ださい。

シン ・ プロビジ ョ ニングのデ ィ スク を使用する仮想マシンでスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成す
る際、 VMware vSphere （ク ラ イアン ト と基盤のデ ィ スク ラ イブラ リ） ではデ ィ スク を

シ ッ ク と し て認識し ます。 詳し く は、 http://kb.vmware.com/kb/1020137 を参照し て く だ

さい。

仮想マシンの CBT を有効にする時点で、 仮想マシンにはスナ ッ プシ ョ ッ ト がない状態で

なければな り ません。 詳し く は、 http://kb.vmware.com/kb/1033816 を参照し て く ださ

い。

ESXi 5.x のホス ト を vCenter Server で管理し ている場合は、 仮想マシンが直接 ESXi ホ

ス ト に接続されている と きに仮想マシンのリ ス ト アを行わないで く だ さい。 この制約は
vSphere 5 で導入された機能による ものです。 詳し く は、
http://www.vmware.com/support/developer/vddk/VDDK-500-
ReleaseNotes.html#knownissues を参照し て く ださい。

バッ クア ッ プやリ ス ト アのため仮想マシンのデ ィ スクにアクセスが行われているあいだ、
仮想マシンの移行が行われないよ う にするため、 プ ラグイ ンでは VDDK API を使用し て

仮想マシンのロ ッ ク と ロ ッ ク解除を行います。 このオプシ ョ ンはデフ ォル ト では無効に
なっています。 有効にするには、 プ ラグイ ンの 『ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ
さい。 現在、 ロ ッ ク機能には、 次の既知の問題があり ます。

• 仮想マシンのロ ッ クは、 API でロ ッ クの成功が表示されていても、 実際には成功

し ていないこ とがあり ます。 この問題は VMware で確認中です。 このエラーは通

常、 無視し て構いません。

• ロ ッ クの解除が失敗する こ とがあるのは既知の問題です。 この問題は VDDK 5 の

リ リース ・ ノ ー ト に記載されています。 詳細については 『VDDK 5.0 リ リース ・

ノ ー ト 』 の 「EndAccess sometimes does not reenable migration after 
PrepareForAccess」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

• 仮想マシンのロ ッ ク後にプ ラグイ ンが予期せず終了する と、 仮想マシンがロ ッ ク
された状態のまま と なる可能性があり、 移行が無効にな り ます。

仮想マシンのロックを削除して移行を有効にする方法については、
http://kb.vmware.com/kb/2008957を参照してください。

VDDK 5 の問題 ：

• Linux ベースのク ラ イアン ト では、 同じデータ ス ト アで電源がオンの状態の仮想

マシンが他にもある とバッ クア ッ プが失敗し ます。

• Linux ベースのク ラ イアン ト では、 バッ クア ッ プの並列ジ ョ ブ （別々のク ラ イア

ン ト から実行されるジ ョ ブ） が同じデータ ス ト アにアクセスする とバッ クア ッ プ
が失敗し ます。
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Windows 2012 の仮想マシンでは、 ネ ッ ト ワーク コ ピー操作中または操作後にデータの

破損が発生する こ とがあり ます。 詳し く は、 http://kb.vmware.com/kb/2058692 を参照し

て く だ さい。

仮想ド ラ イブのサイズが 2 TB または 2 TB の倍数の場合、 デ ィ スクは常に SAN ではな く

NBD モー ド で開かれます。 この問題が影響するのは、 ハー ド ウ ェ アバージ ョ ン 10
（vmx-10） を使用する仮想マシンのみです。

対処法 ： 仮想ド ラ イブのサイズを増減させます （例、 2.01 TB、 3.99 TB など）。

DNVMWARE-1373 
(27742)

仮想マシンが vCenter Server の外側でク ローン作成される と、 元の仮想マシン と同じ

UUID が割り当てられる場合があ り ます。 このク ローンの仮想マシンがバッ クア ッ プ用に

選択される と、 バッ クア ッ プがク ローンの仮想マシンではな く 、 元の仮想マシンで行わ
れる可能性があり ます。 この問題を修正するには、 ク ローンの仮想マシンの UUID を変

更する必要があり ます。 仮想マシンの UUID を変更する方法については、

http://kb.vmware.com/kb/1002403 を参照し て く ださい。

DNVMWARE-1443 
(28921)

プ ラグイ ン ・ バージ ョ ン 11.2 以降の vSphere FT （VMware vSphere Fault Tolerance）

で保護されている仮想マシンをバッ クア ッ プするには、 ご使用の環境で VMware ESXi 
6.0 のビルド番号 4192238 以降を使用する必要があり ます。 非対応ビルドの ESXi ホス

ト を使用し ている場合は、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ プロセス中に vSphere FT 保護が無効にな

る可能性があり ます。 この問題は、 VMware ESXi ホス ト の旧バージ ョ ンの問題が原因で

発生し ます。 仮想マシンが Windows 2008 以降をゲス ト OS と し て使用し、 VMware 
Tools の VSS プロバイダを使って静止スナ ッ プシ ョ ッ ト を撮る際に発生する可能性が高

く な り ます。 詳細については、 VMware ナレ ッ ジベースの記事 2145664 を参照し て く だ

さい。

DNVMWARE-1623、
DNVMWARE-1671
（31423、 32123）

デフ ォル ト ではシ ッ ク ・ プロビジ ョ ニングのデ ィ スクに対応し ていないス ト レージ ・ ア
レ イ を搭載し た VVols （VMware Virtual Volumes） を使用する と、 次のエラー ・ メ ッ セー

ジが出力される可能性があり ます ： Error creating disk Error creating VVol Object。 デー

タ ス ト アに十分な空き領域がない、 またはデータ ス ト アが選択し たプロビジ ョ ニング ・
タ イプに対応できないこ とが原因の可能性があり ます。

対処法 ： VVols でシ ッ ク ・ プロビジ ョ ニングのデ ィ スク作成を可能にするには、 ス ト

レージ ・ アレ イでシ ッ ク ・ プロビジ ョ ニングを有効にし ます。 詳し く は、
http://pubs.vmware.com/Release_Notes/en/horizon-6-view/horizon-62-view-release-
notes.html を参照し て く ださい。

DNVMWARE-1712 
(32714)

CentOS および Red Hat Enterprise Linux （RHEL） 6.x ：

これらのオペレーテ ィ ング ・ システムおよびバージ ョ ンのいずれかを使用し、 フ ォール
バッ ク転送モー ド をな しに設定し ている場合、 VMware の問題が原因でバッ クア ッ プ ・

プロキシは HotAdd 転送モー ド で開かず、 NBD モー ド で開 く こ とにな り ます。

DNVMWARE-1777

表 4. サー ドパーテ ィ の既知の問題

既知の問題 問題 ID
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システム要件
Plug-in for VMwareをインストールする前に、お使いのシステムが次の表および『Quest NetVault Backup互換性

ガイド』（https://support.quest.com/technical-documentsで入手可能）に記載された要件を満たしていることを確

認してください。

ア ッ プグレー ド と互換性
Plug-in for VMware 12.0では、NetVault Backup 11.4.5以降が必要です。サポートされるプラットフォームの詳細に

ついては、『Quest NetVault Backup互換性ガイド』を参照してください。

• NetVault Backupのアップグレード後、マウントしている仮想マシンを参照できません：プラグインのイ

ンストール後にNetVault Backupソフトウェアをアップグレードした場合は、そのマシンにプラグインを

再インストールする必要があります。再インストールを行わない場合、新しいファイルレベル・バック
アップのマウントされた仮想マシンのドライブ・ノードを開くことができません。

• アップグレード中に「nvvmwmount.exe」が実行されていた場合はNetVault Backupサービスを再起動しま

す：2.X からのアップグレードの際、「nvvmwmount.exe」マウント・プロセスが実行されていた場合は、

クライアントでNetVault Backupサービスを再起動します。

製品ラ イセンス
NetVault Backupサーバー環境でライセンス・キーを取得するには、メインNetVault BackupサーバーのNetVault
マシンIDを確認します。また、OracleやMySQL、PostgreSQL、SQL Server、Exchangeなどのアプリケーショ

ン・プラグインを実行しているクライアントのマシンIDも確認する必要があります。

NetVault設定ウィザードを使用して、製品のライセンス・キーをインストールできます。代わりに［クライアン

ト管理］ページからライセンス・キーをインストールすることもできます。

• マシンIDの取得

• 設定ウィザードを使用したライセンス・キーのインストール

• ［クライアント管理］ページからのライセンス・キーのインストール

表 5.  システム要件

要件 詳細

オペレーテ ィ ング ・ システム 対応 OS のデ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ン とバージ ョ ンの一覧については、

『VDDK 6.7 リ リース ・ ノ ー ト 』 を参照し て く だ さい。

NetVault Backup のバージ ョ ン Plug-in for VMware 12.0 には、 NetVault Backup 11.4.5 以降が必要です。

対応プ ラ ッ ト フ ォームに関する情報については、 『QuestNetVault Backup
互換性ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 https://support.quest.com/technical-
documents でご覧いただけます。

メモ： VDDKをOEM ESXiで使用するには、VMware ESXi Foundation、StandardまたはEnterpriseのライセ

ンスが必要です。このライセンスは、OEMまたはVMwareから直接取得できます。
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マシン ID の取得
1 NetVault Backup WebUIを起動します。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［NetVault Backup Clients］ リ ス ト で利用可能なマシンを選択し、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページで、 マシンIDと正確に同じ ものが ［ク ラ イアン ト ・ サマ リ］ テーブルに表示

されます。

設定ウ ィ ザー ド を使用し たラ イセンス ・
キーのイ ンス ト ール

1 ［ナビゲーション］パネルで、［ガイド付き設定］をクリックします。

2 ［NetVault設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［ラ イセンスのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［NetVault Backup Clients］ リ ス ト で利用可能なマシンを選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ラ イセンス ・ キー文字列の入力］ ボッ クスに、 ラ イセンス ・ キーを入力するか、 またはコ ピーし て貼り
付けて、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

キーが正常に適用されると、メッセージが表示されます。

［ク ラ イアン ト 管理］ ページからのラ イセ
ンス ・ キーのイ ンス ト ール

1 ［ナビゲーション］パネルで、［クライアント管理］をクリックします。

2 ［NetVault Backup Clients］ リ ス ト で利用可能なマシンを選択し、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページで、 ［ラ イセンスのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ラ イセンスのイ ンス ト ール］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに、 ラ イセンス ・ キーを入力するか、 またはコ ピー
し て貼り付けて、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

キーが正常に適用されると、メッセージが表示されます。

5 ダイアログを終了するには、 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

ア ッ プグレー ド およびイ ンス ト ールの
手順
プラグインの標準的なアップグレード方法は、プラグインの旧バージョンに対して最新バージョンをインストー
ルする方法です。インストールの手順については、『Quest NetVault Backup Plug-in for VMwareユーザーズ・ガイ

ド』を参照してください。

Windowsでプラグインのハイブリッド・バージョンをアップグレードするときに、ファイル・レベルのバック

アップ操作にプラグインを使用するには、次の作業を記載の順序で実行してください。
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1 ファイル・レベルの参照またはバックアップ操作に仮想マシンがマウントされていないことを確認しま
す。

ブラウズ・セッションでマウントされている仮想マシンがある場合はアンマウントします。バックアッ
プにマウントされている場合は、バックアップの完了まで待ちます。

2 NetVault BackupProcess Viewerから、 ク ラ イアン ト で実行し ているNetVault VMマウン ト ・ デーモンや

NetVault VM マウン ト  CLIのイ ンス タ ンスがないか確認し ます。

または、Windowsタスク・マネージャを使用して、実行しているnvvmwmount.exeインスタンスがないか

確認します。実行しているインスタンスがある場合は、NetVault Backupサービスを再起動します。

3 プ ラグイ ンに設定されている作業デ ィ レ ク ト リ に仮想マシンの表示名を使用し た名前のサブ フ ォルダが
含まれていないこ と を確認し ます。

ディレクトリにマウント・フォルダが含まれている場合は、フォルダを手動で削除します。詳しくは、
『ユーザーズ・ガイド』を参照してください。クリーンアップのルーチンを完了できなかった場合は、次
のマウント操作が失敗し、「A stale mount was found.」エラーが表示されます。

4 ア ッ プグレー ド中に 「Driver not found」 エラーが発生し ないよ う にするには、 ア ッ プグレー ド手順で説

明し ている手順に従います。

アップグレード手順
VDDKは、ファイル・レベルのバックアップや参照操作の実行中は仮想マシンのマウントにカーネル・モードの

ドライバを使用します。プラグインをインストールすると、Plug-in for VMwareはドライバのサービスを自動的

に起動しますが、アップグレードや再インストールを実行する際にサービスが実行されているかどうかは確認し
ません。

このサービスがクライアントで実行されていない場合、プラグインはマウント要求の完了に失敗するため、
「Driver not found」エラーを報告します。

Windowsでプラグインのハイブリッド・バージョンをアップグレードする

1 コマンド・プロンプト・ウィンドウを開きます。

2 サービスが実行中の場合は停止し ます。

sc stop vstor2-mntapi20-shared

3 サービスを削除し ます。

sc delete vstor2-mntapi20-shared

4 サービスが削除されたこ と を確認し ます。

sc query vstor2-mntapi20-shared

サービスが「停止」状態のままになっている場合は、マシンを再起動します。

5 プ ラグイ ンを イ ンス ト ールし ます。

プラグインのインストール方法については、『Quest NetVault Backup Plug-in for VMwareユーザーズ・ガイド』を

参照してください。

その他のリ ソース
以下から追加情報を入手できます。

• オンライン製品ドキュメント 

• NetVaultコミュニティ 
Quest NetVault Backup Plug-in for VMware 12.0      
リ リ ース ・ ノ ー ト

9

https://support.quest.com/technical-documents/
https://www.quest.com/community/products/netvault/


グローバリゼーシ ョ ン
ここでは、北米以外の地域のお客様に必要な、この製品を英語以外の言語設定でインストールして構成する方法
を説明します。このセクションで説明する内容は、他の製品マニュアルに記載されているサポート対象プラット
フォームや設定などの情報に代わるものではありません。

本リリースでは、シングル・バイトまたはマルチ・バイトのあらゆる文字セットに対応しています。また、多言
語データを使用した同時操作にも対応しています。このリリースを利用できる対象地域は次のとおりです。北
米、西ヨーロッパ、ラテンアメリカ、中央ヨーロッパ、東ヨーロッパ、極東アジア、日本。

本リリースは次の言語にローカライズされています：中国語（簡体）、フランス語、ドイツ語、日本語、韓国語。

企業情報

弊社の社名は単なる名前ではありません
弊社は、お客様が情報技術をより有効に活用できる方法を常に探しています。そのために、IT管理にかかる時間

を節約し、ビジネスの革新に多くの時間を費やすことができるようなソフトウェア・ソリューションをコミュニ
ティ主導で構築しています。データ・センターの近代化とクラウドの早期利用を支援し、データを活用したビジ
ネスを成長させるために必要な専門知識、セキュリティ、アクセシビリティを提供します。Questは、革新の一

環としてお客様をグローバル・コミュニティに招き入れ、さらに顧客満足度を確保するために努力しながら、お
客様の現状に実際にインパクトを与え、誇らしい遺産を残すことができるソリューションを提供し続けていま
す。弊社は新しいソフトウェア会社へと変革することで現状に挑戦しています。弊社は、お客様のパートナーと
して、お客様主体でお客様に適した情報技術を設計できるように精力的に努力しています。これは弊社の使命で
あり、お客様と一緒に取り組みます。新しいQuestへようこそ。お客様は、Join the Innovation™（革新的な世界

への参加）に招待されました。

弊社のブランド、弊社のビジョン。お客
様と共に。
弊社のロゴは、革新、コミュニティ、サポートという弊社の主題を表しています。この主題の重要な部分は、Q
という文字で始まります。それは完全な円であり、技術的な正確さと強さへの約束を表します。Q自体の中にあ

る空間は、不足している構成要素（つまりお客様）がコミュニティおよび新しいQuestに加わる必要があること

を象徴しています。

Questへのお問い合わせ
販売その他に関するご質問については、www.quest.com/jp-jaを参照してください。
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テクニカル・サポート用リソース
テクニカル・サポートは、Questの有効な保守契約を締結している場合、または試用版を保有している場合にご

利用いただけます。Questサポート・ポータル（https://support.quest.com/ja-jp）にアクセスすることができま

す。

サポート・ポータルには、問題を自主的にすばやく解決するために使用できるセルフヘルプ・ツールがあり、
24 時間 365 日ご利用いただけます。サポート・ポータルでは次のことを実行できます。

• サービス・リクエストの送信と管理。

• ナレッジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソフトウェアと技術文書のダウンロード。

• 入門ビデオの閲覧。

• コミュニティ・ディスカッションへの参加。

• サポート・エンジニアとのオンライン・チャット。

• 製品に関する支援サービスの表示。

本製品に使用されているサードパーティ
製品
この製品には、以下のサードパーティ製コンポーネントが含まれています。サードパーティのライセンス情報に
ついては、https://www.quest.com/legal/license-agreements.aspxを参照してください。アスタリスク（*）が付い

ているコンポーネントのソース・コードについてはhttps://opensource.quest.comを参照してください。

表 6. 本製品に使用されているサー ドパーテ ィ ・ ソ フ ト ウ ェ アのリ ス ト

コ ンポーネン ト ラ イセンスまたは承認

libcurl 7.46.0 MIT/X 派生 N/A

© 1996-2010, Daniel Stenberg.All rights reserved.
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OpenSSL 1.0.1j OpenSSL 1.0

© 1998-2015 The OpenSSL Project.All rights reserved.

ラ イセンスの問題

OpenSSL ツールキッ ト は引き続きデュアル ・ ラ イセンス対象です。 つま り、 OpenSSL ラ

イセンス と オ リ ジナルの SSLeay ラ イセンスの両方がツールキッ ト に適用されます。 実際の

ラ イセンスの本文については、 以下を参照し て く ださい。 実際には、 両方のラ イセンスは、
BSD 形式のオープン ・ ソース ・ ラ イセンスです。 OpenSSL に関連する ラ イセンス問題が発

生し た場合は、 openssl-core@openssl.org までご連絡 く だ さい。

OpenSSL License

© 1998-2007 The OpenSSL Project.All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions are met:

1 Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer.

2 Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution.

3 All advertising materials mentioning features or use of this software must display the 
following acknowledgment:

この製品には、OpenSSL Toolkitで使用するためにOpenSSLプロジェクトで開発され

たソフトウェアが含まれています（http://www.openssl.org/）。

4 The names “OpenSSL Toolkit” and “OpenSSL Project” must not be used to endorse or 
promote products derived from this software without prior written permission.書面によ

る許可については、 openssl-core@openssl.orgにお問い合わせ く だ さい。

5 Products derived from this software may not be called “OpenSSL” nor may “OpenSSL” 
appear in their names without prior written permission of the OpenSSL Project.

6 Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment:

この製品には、OpenSSL Toolkitで使用するためにOpenSSLプロジェクトで開発され

たソフトウェアが含まれています（http://www.openssl.org/）。

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT ``AS IS'' AND ANY 
EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY 
OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com).This 
product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).

表 6. 本製品に使用されているサー ドパーテ ィ ・ ソ フ ト ウ ェ アのリ ス ト

コ ンポーネン ト ラ イセンスまたは承認
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OpenSSL 1.0.1j

（続 く ）

Original SSLeay License

© 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com)

All rights reserved.

This package is an SSL implementation written by Eric Young (eay@cryptsoft.com).

The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL.

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the following conditions 
are adhered to.The following conditions apply to all code found in this distribution, be it the 
RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not just the SSL code.The SSL documentation included 
with this distribution is covered by the same copyright terms except that the holder is Tim 
Hudson (tjh@cryptsoft.com).

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code are not to be 
removed.

If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution as the author of the 
parts of the library used.

This can be in the form of a textual message at program startup or in documentation (online 
or textual) provided with the package.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions are met:

1 Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer.

2 Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution.

3 All advertising materials mentioning features or use of this software must display the 
following acknowledgement:

This product includes cryptographic software written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com).

The word “cryptographic” can be left out if the routines from the library being used are 
not cryptographic related :-).

4 If you include any Windows-specific code (or a derivative thereof) from the apps 
directory (application code) you must include an acknowledgement:

This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG “AS IS” AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE

FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

The licence and distribution terms for any publically available version or derivative of this 
code cannot be changed. i.e. this code cannot simply be copied and put under another 
distribution licence [including the GNU Public Licence.]

表 6. 本製品に使用されているサー ドパーテ ィ ・ ソ フ ト ウ ェ アのリ ス ト

コ ンポーネン ト ラ イセンスまたは承認
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© 2018 日本クエスト・ソフトウェア株式会社

ALL RIGHTS RESERVED.

本書には、著作権によって保護されている機密情報が記載されています。本書に記載されているソフトウェアは、ソフトウェ
ア・ライセンスまたは機密保持契約に基づいて提供されます。本ソフトウェアは、当該契約の条項に準拠している場合に限
り、使用または複製することができます。本書のいかなる部分も 日本クエスト・ソフトウェア株式会社 の書面による許可な
しに、購入者の個人的な使用以外の目的で、複写や記録などの電子的または機械的ないかなる形式や手段によっても複製また
は転送することはできません。

本書には、Quest Software 製品に関連する情報が記載されています。明示的、黙示的、または禁反言などを問わず、本書また
は Quest Software 製品の販売に関連して、いかなる知的所有権のライセンスも付与されません。本製品の使用許諾契約の契約
条件に規定されている場合を除き、QUEST SOFTWAREはいかなる責任も負わず、製品に関連する明示的、黙示的または法律
上の保証（商品性、特定の目的に対する適合性、権利を侵害しないことに関する黙示的保証を含む）を否認します。QUEST 
SOFTWAREは、損害が生じる可能性について報告を受けたとしても、本ドキュメントの使用、または使用できないことから生
じるいかなる、直接的、間接的、必然的、懲罰的、特有または偶発的な障害（無期限、利益の損失、事業中断、情報の損失も
含む）に対しても責任を負わないものとします。Quest Software は、本書の内容の正確性または完全性について、いかなる表
明または保証も行わず、通知なしにいつでも仕様および製品説明を変更する権利を有します。Quest Software は、本書の情報
を更新する一切の義務を負いません。

本文書の使用に関してご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

日本クエスト・ソフトウェア株式会社 
宛先：法律部門 
東京都新宿区西新宿6-10-1
日土地西新宿ビル13F

日本国内および海外の事業所の情報に関しては、弊社のWebサイト（https://www.quest.com/jp-ja）を参照してください。

特許

高度なテクノロジはQuest Softwareの誇りです。特許および出願中の特許がこの製品に適用される可能性があります。この製
品に適用される特許に関する最新情報については、https://www.quest.com/jp-ja/legalの弊社Webサイトを参照してください。

商標

Quest、Questロゴ、Join the Innovation、およびNetVaultは、日本クエスト・ソフトウェア株式会社の商標および登録商標で
す。Questの商標の詳細な一覧については、https://www.quest.com/jp-ja/legal/trademark-information.aspxを参照してください。
その他すべての商標および登録商標は各社に帰属します。

凡例

警告：警告アイコンは、潜在的な資産の損害、個人の負傷または死亡の可能性を表しています。

注意：注意アイコンは、指示に従わなかった場合に、ハードウェアの損傷やデータの損失につながる可能性があること
を表しています。

重要、メモ、ヒント、モバイル、またはビデオ：情報アイコンは、サポート情報を表しています。
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